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『六
祖
壇
経
』

の

一
考
察

近

藤

章

正

一

は
じ

め
に

今
回

の

一
考
察
は
、
敦
煌
本

『六
祖
壇
経
』
(以
下
敦
煌
本

『壇
経
』)

と

『南
陽
和
上
頓
教
解
脱
禅
門
直
了
性
壇
語
』

(以
下

『壇
語
』)

の
比

較
、
及
び

『神
会
語
録
』
等
の
再
考
察
よ
り
生
じ
た

「中
道
」
と

「両

辺
」

の
問
題
に
注
目
し
た
い
。
ま
た
こ
れ
に
併

せ
て
、
従
来
よ
り
指
摘

さ
れ
る
敦
煌
本

『壇
経
』
内
の
神
会

(六
八
四
～
七
五
八
)
批
判
に
も
注

目
し
た
い
。
神
会
批
判
に
つ
い
て
は
、
既
に
小
川
隆
氏
に
よ
り

「敦
煌

本

『六
祖
壇
経
』
の
成
立
に
つ
い
て

(之
二
)
」
(『駒
沢
大
学
大
学
院
仏
教

学
研
究
会
年
報
』
第
二
二
号

・
一
九
八
九
年
)
の
中

で
、
敦
煌
本

『壇
経
』

内
に
お
い
て
、
神
会
を
批
判
し
、
法
海
を
祖
と
す
る
別

の
正
統
を
確
立

し
よ
う
と
す

る
段
階
が
あ
る
こ
と
が
立
証
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
松
本
史

朗
氏
は

『禅
思
想

の
批
判
的
研
究
』

(大
歳
出
版
・
一
九
九
四
年
)
の
中
で

【以
下

『神
会
語
録
』
・
『壇
語
』

の
引
用

・
分
節
番
号
は
、
鈴
木
大
拙
氏

『禅
思
想
史
研
究
第
三
』
所
収

(岩
波
書
店

・
『鈴
木
大
拙
全
集
』
第
三
巻

・

一
九
六
八
年
)
に
よ
る
。
ま
た
敦
煌
本

『壇
経
』

の
引
用

・分
節
番
号
は

ヤ
ン
ポ
ル
ス
キ
i
本

に

よ

る
。
】

敦

煌

本

『壇

経

』

〔
一
七

〕

の

「若
無
有
念
、
無
念
亦
不
立
」
、
す
な
わ
ち
無
念

の
否
定
に
よ
り
神
会
批

判
を
認
め
る
こ
と
を
好
都
合
と
し
、
「神
会
批
判

は
そ
の

一
部
分
に
の
み

な
ら
ず
、
壇
経
全
体
を
通
じ
て
、

一
貫
し
て
い
る
」
と
主
張
さ
れ
る
。

二

「中

道
」
と

「両
辺
」

に

つ
い
て

「中
道
」
の
語
に
つ
い
て
は
、
『壇
語
』、
『神
会
語
録
』
に
は
見
ら
れ

る
も
の
の
、
敦
煌
本

『壇
経
』
で
は
、

「中
道
」

の
語
は
用

い
ら
れ
な

い
。

(た
だ
し

『神
会
語
録
』
等
に
は

『菩
提
達
摩
南
宗
定
是
非
論
』
に
も
見

ら
れ
る

「中
道
第

一
義
諦
」
の
語
が
あ
る
)
。
し
か
し

「中
道
」
を

「両
辺
」

と
表
現
す
る
箇
所
は
、
三
ヶ
所
見
受
け
ら
れ
る
。

一
般
的
に

「両
辺
」

は
ど
の
注
釈
書
も

「両
極
端
」
の
意
味
に
解
し
て
い
る
。
例
え
ば
敦
煌

本

『壇
経
』
〔
四
二
〕

で
は
、
慧
能

(右

二
八
～
七

一
三
)

の
十
大
弟
子

の

一
人
で
、
『
法
華
経
』
に
通
じ
た
言
わ
れ
る
法
達
に
示
し
た

一
節

に
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「…
汝
聴
吾

説
。
人
心
不
思
、
本
源
空
寂
、
離
却
邪
見
、
即

一
大
事
因

縁
。
内
外

不
迷
、
即
離
爾
邊
。
外
迷
看
相
、
内
迷
著
空
。
於
相
離
相
、

於
空
離
空
、

即
是
不
空
迷
。
吾
此
法

一
念
心
開
、
出
現
於
世
。
心
開
何

物
、
開
佛
知
見
。
佛
猶
如
覧
也
。
分
為
四
門
。
開
覧
知
見
、
示
箆
知
見
、

悟
豊
知
見
、

入
豊
知
見
。
此
名
開
示
悟
入
。
…
」
と
あ
る
。
す
な
わ
ち

こ
こ
で
は

「開
示
悟
入
」
と

い
う

『法
華
経
』
を
拠
り
所
と
し
た

『大

乗
無
生
方
便
門
』
に
示
さ
れ
る
北
宗
禅

の
立
場
に
集
約
さ
れ
て
い
く
。

「両
辺
」
の
解
釈
は

『法
華
経
』
に
そ
の
拠
り
所
を
求
め
て
い
る
の
で
あ

る
。
ま
た
こ
の
他
に

『壇
語
』
〔三
二
〕
に
も

「涅
槃
云
。
此
是
第

一
義

空
。
若
三
処

倶
空
寂
。
唯
有
中
道
。
亦
不
在
其
中
。
中
道
義
因
邊
立
。

猶
如
三
指
並

同
。
要
因
爾
邊
始
立
中
指
。
若
無
雨
邊
。
中
指
亦
無
。
経

云
。
虚
空
無
中
邊
。
諸
佛
身
亦
然
。
諸
解
脱
法
身
。
亦
如
虚
空
無
中
邊
。
」

と
し
て

「両

辺
」
の
語
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し

『神
会
語
録
』
に
お
い

て
は
、
石
井
本

〔五
〕
胡
適
本

〔
一
〇
〕
に
簡
法
師
と
神
会
の
間
に
交

わ
さ
れ
た

「中
道
」
と

「辺
」
の
門
答
が
あ
る
も
の
の

「両
辺
」

の
語

は
見
ら
れ
な

い
。

そ
こ
で
ま
ず
敦
煌
本

『壇
経
』
に
お
い
て
、

「両
邊
」
の
語
は
、
〔四

二
〕
以
外
に
、

〔四
五
〕
の

「…
學
三
科
法
門
、
動
用
三
十
六
封
、
出
没

即
離
雨
邊
。
…
」
、
〔四
六
〕
の

「…
此
三
十
六
封
法
、
解
用
通

一
切
経
、

出
入
即
離
爾
邊
。
…
」
に
見
ら
れ
る
。
因
み
に
こ
こ
で
は

「即
離
両
辺
」
、

「出
没
即
離
両
辺
」、
「出
入
即
離
両
辺
」
と
い
う
表
現
方
法
が
採
ら
れ
て

い
る
。
こ
れ
ら
は
特
に
難
解
と
さ
れ

つ
つ
も
従
来
よ
り
二
通
り
の
解
釈

が
あ
る
。
ま
ず
柳
田
聖
山
氏
は
、
『禅
語
録
』
(中
央
公
論
社

・
世
界
の
名

著
第

一
八
巻

『禅
語
録
』
所
収

「六
祖
壇
経
」
二

九
七
八
年
)

の
中

で
、

〔四

二
〕
の

「法
華
経
」
に
基
づ
く

「即
離
両
辺
」
に

つ
い
て
は
、

「
(心
は

内
に
も
外
に
も
見
失
う
こ
と
な
く
)
両
端
を
離

れ
て
い
る
。
」

(
一
一
五

頁
)
と
解
釈
す
る
が
、

〔四
五
〕
〔四
六
〕
で
は
、
敦
煌
本

『壇
経
』
で

初
め
て
説
か
れ
る
難
解
な
三
科
法
門
と
三
十
六
対

法
と
共
に

「出
没
即

離
の
両
辺
」
(
一
六
一二
頁
)、

「出
入
即
離
の
両
辺
」

(
一
六
四
頁
)
の
説
示

が
あ
っ
た
と
解
釈
さ
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
中

川
孝
氏
は
、
『
六
祖
壇

経
』

(筑
摩
書
房

・
『禅
の
語
録
』
四

・
一
九
七
六
年
)

の
中
で
、
す
べ
て

「(心
中
に
お
い
て
も
、
外

の
対
象
に
対
し
て
も
、
迷
い
を
起

こ
さ
な
け

れ
ば
、
)
二
つ
の
対
立
は
起
こ
ら
な
い
。」

(
一
五
七
頁
)
と

一
貫
し
た
解

釈
を
心
が
け
て
い
る
。
ま
た

「(三
十
六
対
法
の
)
出
し
入
れ
に
よ
つ
て

相
対
の
立
場
を
脱
却
す
る
」

(
一
七
三
頁
)
と
解
釈

さ
れ
る
。

こ
こ
で
は

「即
離
」

の
扱

い
方
が
解
釈
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。

つ
ま
り

「即
」
を

「す
な
わ
ち
」
と
解
釈
す
る
か
、
ま
た
柳
田
氏
が
解
釈
す
る
様
に
、
「従

う
」
と

い
う
意
味

(『禅
語
録
』

一
六
五
頁
)
で
捉
え
、

「即
」
は

「不

二
」
、

「離
」
は

「不

二
に
非
ず
」
的
意
味
合
い
と
し
て
二
元
的
に
捉
え

る
か
で
あ
る
。
因
み
に

『中
論
』
観
四
諦
品

(T
三
〇
-
三
一二
b
)
に
は

「離
有
無
二
邊
故
名
為
中
道
」
と
あ
る
。
「二
辺
」

を

「両
辺
」
と
す
る

根
拠
は
、
現
段
階
で
は
定
か
で
な
い
。
ま
た
こ
こ
で
は

「即
離
」
と
同

様
に

「出
没
」
、

「出
入
」
に
関
す
る
解
釈
に
対
す

る
疑
問
が
残
る
。

こ
れ
に
対
し
て

『壇
語
』
〔三
二
〕
で
は
、
『涅
槃
経
』
巻
二
五
獅
子
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吼
菩
薩
品

(T
一
二
―
七
六
七
c
)
に
基
づ
き
、
神
会
は
、
「第

一
義
空
」

を

「空
」
の
意
味
に
捉
え
、
「三
処
」
と
も

「空
」
で
あ
る
と
い
う
思
想

を

「中
道
」
と

「両
辺
」

の
関
係
に
当

て
は
め
、
三
指
に
例
え
る
が
如

く
、
す
べ
て
を
同

一
視
す
る
。
し
か
し
松
本
史
朗
氏
は
、
『禅
思
想
の
批

判
的
研
究
』

(五
六
八
頁
)
の
中
で
、
こ
の

『涅
槃
経
』
の

一
節
に
つ
い

て
、
「…

「第

一
義
空
」
の
語
は
決
し
て

「空
」
で
は
な
く

「不
空
」
を

意
味
す
る
。
…
」
と
し
、
特
に
三
論
宗
の
吉
蔵

(五
四
九
～
六
二
三
)
が

正
確
に
こ
の

『涅
槃
経
』

の
趣
旨
を
理
解
し
て
い
た
と
す
る
。
も
し
そ

の
当
時
、
神
会

の
空
思
想
に
基
づ
く

「中
道
」
の
思
想
に
誤
り
が
あ
る

こ
と
に
気
付

い
て
い
た
な
ら
ぼ
、
当
然
そ
れ
に
伴
う

「両
辺
」
の
解
釈

に
関
し
て
も
批
判
が
あ
っ
た
筈
で
あ
る
。

つ
ま
り
神
会
の

「中
道
」
思

想
は
、
『涅
槃
経
』
に
基
づ
く
神
会
独
特
の
思
想
と
し
て
当
時
栄
え
た
た

め
、
何
者
か
が
、
そ
の
誤
り
を
自
ら
の
立
場
で
批
判
し
、
且

つ
指
摘
し

た
も
の
が
、
敦
煌
本

『壇
経
』
〔四
二
〕
の

『法
華
経
』
に
基
づ
く

「即

離
両
辺
」
と

「開
示
悟
人
」
と
い
う
立
場
、
更
に
は
、
敦
煌
本

『壇
経
』

の
三
科
法
門
と
三
十
六
対
法
と
共
に
示
さ
れ
る
、
「出
没

(入
)
即
離
両

辺
」
と
い
う
新
し
い
立
場
で
あ
つ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
神
会

の

「両
辺
」
に
批
判
を
加
え
た
と
思
わ
れ
る

一
節
が
、
敦
煌
本

『壇
経
』
〔四

四
〕
の
神
会
伝
で
あ
る
。
そ
こ
で
は

「…
大
師
言
、
神
會
、
向
前
見
不

見
是
爾
邊
、
痛
不
痛
是
生
滅
。
汝
自
性
且
不
見
、
敢
来
弄
人
。
…
大
師

言
、
汝
心
迷
不
見
。
問
善
知
識
覚
路
、
以
心
悟
自
見
、
依
法
修
行
。
汝

自
名
不
見
自

心
、
却
来
間
恵
能
見
否
。
悟
不
自
知
、
代
汝
迷
不
得
、
汝

若
自
見
、
代
得
吾
迷
。
何
不
自
修
、
問
吾
見
否
。

…
」
と
あ
る
。
慧
能

の

「見
不
見
」

こ
そ
が

「両
辺
」

で
あ
り
、
神
会

の

「見
不
見
」
は
、

師
に
打
た
れ
て

「痛
い
痛
く
な
い
」
と
い
う

「生

滅
」
し
て
止
ま
な
い

こ
と
と
同
じ
で
あ
る
、
と
す
る
。
そ
し
て

「知
」

と

「見
」
に
関
す
る

慧
能
の
説
示
が
続
く
。
つ
ま
り
神
会
の
思
想
に
対

す
る
慧
能

の
説
示
が
、

「即
離
両
辺
」
、
「出
没

(入
)
即
離
両
辺
」
の
立
場

で
あ
る
と
仮
定
し
た

場
合
、
神
会

の

「両
辺
」

の
解
釈
は
、
単
な
る

「両
辺
」
に
過
ぎ
ず
、

併
せ
て
神
会

の

「知
」
と

「見
」
を
も
批
判
の
対
象
と
し
て
い
た
と

い

う
推
測
が
可
能
と
な
る
。
ま
た
こ
の
こ
と
を
根
拠
と
し
、
『壇
語
』
に
お

い
て
神
会
が
用
い
た

「両
辺
」
の
語
は
、
後
に
否
定
さ
れ
た
た
め
、
『神

会
語
録
』
に
は
見
え
な
い
と
い
う
推
測
が
成
り
立

つ
。

(註
略
)

<
キ
ー

ワ
ー
ド
>

敦

煌
本

『六
祖
壇
経
』
、
神
会
、
中
道
、
両
辺

(駒
沢
大
学
大
学
院
)
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